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ろ
ー
れ
ん
フ
ラ
ッ
シ
ュ　８月６日と９日に平和の波行動が府下各地で取り

組まれ、府的には９日、なんば髙島屋前と天王寺東
口で宣伝行動を行いました。自転車で通りかかった
人が止まって訴えを聞き入る人や、多くの方が「ヒ
バクシャ国際署名」にも協力していただきました。

11
時
２
分
に
黙
祷　
　
　
　

８
月
９
日「
平
和
の
波
行
動
」

　８月25日中河内救命救急センターを考える会は第
６回総会を開催して、１年間の運動の総括と今後の
運動方針を確認しました。参加者からコロナ禍にお
ける医療職場の現状などや公的・公立病院統廃合問
題での地域での取り組みなど発言がありました。

中
河
内
救
命
救
急　

セ
ン
タ
ー
の
充
実
を

　９月３日大阪地方最低賃金審議会の示した最低賃
金引上げ「凍結・ゼロ」答申に対して、大阪労働局
へ異議申出行動に取り組みました。 行動には22人
が参加、異議申出書149通を提出しました。

最
低
賃
金
の「
ゼ
ロ
」答
申
に
対
し
、

「
異
議
申
出
書
」提
出
行
動　
　
　

　９月４日「大阪市廃止（都構想）住民投票の実施
反対緊急宣伝」を行いました。50人がビラの配布と
プラスターを掲げて、新型コロナウイルスによる感
染拡大が続く中、「今取り組むべきはコロナ対策。
都構想反対」と怒りの声をあげました。

「
大
阪
市
を
な
く
す
な
！
」

淀
屋
橋
で
緊
急
宣
伝
行
動
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大会にメッセージを
寄せて頂いた個人・
団体を紹介します。
（順不同・敬称略）

研修・学習会などにご利用ください

　定
期
大
会
の
発
言
か
ら

議 　 長 菅　　義人 生協労連大阪府連 再
副　議　長 有田　洋明 大阪自治労連 〃

〃 河野　早苗 大阪教職員組合 〃
〃 坂本　一朗 国労大阪地区本部 〃
〃 坂元　孝信 堺労連 〃
〃 福井　　勇 自交総連大阪地連 〃
〃 福岡　泰治 大阪医労連 〃
〃 藤川　真人 大阪教職員組合 〃

事 務 局 長 嘉満　智子 大阪労連 〃
事務局次長 鴻村　　博 大阪自治労連 〃
財 政 局 長 多久和令一 福保労大阪地本 〃
幹 　 事 青山　一見 四條畷労連 〃

〃 家串省三郎 岸和田労連 〃
〃 岩井　繁和 大私教 〃
〃 浦井　裕子 松原労連 〃
〃 海老原　新 化学一般関西地本 〃
〃 大神　栄一 郵政ユニオン大阪府協 〃
〃 荻田　　智 建交労大阪府本部 〃
〃 城戸　和廣 八尾労連 新
〃 小松　康則 大阪自治労連 再
〃 児玉　光司 豊中労連 〃
〃 小寺　重光 年金者組合大阪府本部 〃
〃 志摩　　毅 大阪教職員組合 〃
〃 高松　一郎 大阪国公 〃
〃 竹口　登美 全国一般大阪府本部 〃
〃 田中　　徹 北区労連 新
〃 辻　　将城 国労大阪地区本部 再

２０２1年度大阪労連役員体制 幹　　　事 土橋　　豊 生協労連大阪府連 再
〃 寺田　将士 福保労大阪地本 〃
〃 遠近　照雄 豊中労連 〃
〃 丹羽野和夫 大阪自治労連 〃
〃 庭和田裕之 自交総連大阪地連 〃
〃 久松　博行 JMITU大阪地本 〃
〃 藤原　邦昭 岸和田労連 〃
〃 細川　智子 女性部 新
〃 前田　始彦 茨木労連 再
〃 前原　嘉人 大阪医労連 〃
〃 前村　和弘 建交労大阪府本部 〃
〃 松島　照男 金融労連近畿地協 〃
〃 松本　英児 生協労連大阪府連 〃
〃 米山　幸治 大阪教職員組合 〃
〃 山岨　　悟 堺労連 〃

会計監査 西川　尊洋 大阪国公 〃
〃 山崎　　聡 大私教 〃

特別幹事 久保田　稔 全港湾阪神支部 新
〃 浦田　国男 全港湾築港支部 再
〃 鈴木まさよ 大阪労連 〃
〃 宮崎　　徹 大阪労連 〃
〃 民放労連近畿地連 新

退
任
さ
れ
た
役
員

冨士野三男さん（豊中労連）
竹村　博子さん（北区労連）
西口　　亮さん（東大阪労連）
河野　照宣さん（全港湾阪神支部）
中野　貴義さん（民放労連近畿地連）

（順不同）

都
構
想
反
対
・
住
民
投
票

よ
り
コ
ロ
ナ
対
策
を

　

自
治
労
連
か
ら
「
大
阪
市

は
コ
ロ
ナ
感
染
者
が
増
え
、

大
阪
全
体
の
過
半
数
だ
が
検

査
も
少
な
く
、
独
自
施
策
も

無
い
。
都
構
想
は
さ
ら
に
ト

ッ
プ
ダ
ウ
ン
に
な
る
。
財
界

優
遇
の
都
構
想
は
許
さ
な

い
」
ま
た
、
西
淀
川
労
連
か

ら
は
「
大
阪
市
廃
止
の
目
的

は
大
型
開
発
で
あ
り
住
民
サ

ー
ビ
ス
切
り
捨
て
と
民
営

化
。
衛
星
都
市
の
住
民
に
と

っ
て
も
、
ベ
イ
エ
リ
ア
開
発

中
心
の
大
阪
で
は
た
い
へ

ん
。
明
る
い
大
阪
を
実
現
す

る
た
め
に
奮
闘
す
る
。
府
下

全
域
か
ら
の
ご
支
援
を
。
11

月
１
日
を
維
新
終
焉
へ
の
記

念
日
に
」
な
ど
都
構
想
反
対

に
向
け
た
熱
意
が
こ
も
っ
た

発
言
が
相
次
ぎ
ま
し
た
。

コ
ロ
ナ
禍
で
も

組
織
拡
大
に
奮
闘

　

医
労
連
か
ら
「
４
年
前
に

パ
ー
ト
３
人
の
職
場
の
組
合

員
が
、
休
暇
を
と
っ
て
全
職

場
を
訪
問
し
50
人
に
」、
Ｊ

Ｍ
Ｉ
Ｔ
Ｕ
か
ら
は
「
３
年
ぶ

り
の
増
勢
で
の
定
期
大
会
と

な
っ
た
。
新
支
部
は
な
い

が
、
地
道
な
活
動
の
成
果
。

引
き
続
き
が
ん
ば
る
」
と
コ

ロ
ナ
禍
で
も
組
織
拡
大
に
結

び
つ
け
た
教
訓
が
述
べ
ら
れ

ま
し
た
。

コ
ロ
ナ
禍
で
の

職
場
の
取
り
組
み

　

化
学
一
般
か
ら
「
秋
闘
や

２
０
２
１
春
闘
は
厳
し
い
た

た
か
い
に
な
る
。
テ
レ
ワ
ー

ク
含
め
様
々
な
会
社
提
案
は

あ
る
が
、
あ
く
ま
で
も
労
使

合
意
を
大
前
提
に
た
た
か

う
」、
Ｊ
Ｍ
Ｉ
Ｔ
Ｕ
か
ら
は

「
コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
産
別
統

一
闘
争
を
貫
徹
し
た
こ
と
が

大
き
い
。
一
時
帰
休
や
テ
レ

ワ
ー
ク
に
も
産
別
と
し
て
対

応
し
、
１
０
０
％
補
償
も
多

く
勝
ち
と
っ
た
。
パ
ー
ト
有

期
法
も
活
用
し
、
非
正
規
や

定
年
後
継
続
、
外
国
人
労
働

者
の
要
求
も
前
進
さ
せ
て
き

た
。
リ
ス
ト
ラ
の
恐
れ
の
中

で
の
重
要
な
秋
闘
に
。
労
働

組
合
の
た
た
か
い
と
団
結
と

再
強
化
が
中
心
課
題
」、
大

阪
国
公
か
ら
は
「
コ
ロ
ナ
禍

の
も
と
時
差
出
勤
、
テ
レ
ワ

ー
ク
と
な
っ
た
。
公
務
職
場

は
コ
ロ
ナ
禍
で
も
仕
事
は
継

続
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

公
務
公
共
サ
ー
ビ
ス
切
り
捨

て
・
商
品
化
に
反
対
し
、
宣

伝
も
実
施
。
今
後
も
続
く
コ

ロ
ナ
禍
と
新
し
い
生
活
様
式

を
考
え
な
が
ら
、
運
動
を
広

げ
て
い
く
決
意
」
と
春
闘
の

取
り
組
み
の
報
告
や
秋
闘
へ

の
決
意
な
ど
や
、
福
保
労
か

ら
「
障
害
者
や
高
齢
者
は
自

粛
で
あ
っ
て
も
支
援
を
必
要

と
し
て
お
り
、
事
業
所
は
閉

め
ら
れ
な
い
。
同
時
に
濃
厚

接
触
を
常
に
伴
う
職
場
で
、

感
染
し
な
い
か
、
感
染
さ
せ

な
い
か
、
日
々
不
安
を
抱
え

な
が
ら
の
仕
事
。
24
の
自
治

体
に
も
要
望
し
、
12
自
治
体

か
ら
回
答
を
得
て
い
る
。
今

後
集
約
し
て
分
析
し
、
国
へ

の
要
望
に
つ
な
げ
る
」、
大

教
組
か
ら
は
「
コ
ロ
ナ
と
学

校
現
場
…
突
然
の
休
校
要
請

で
大
混
乱
に
。
首
長
の
一

言
、
ト
ッ
プ
ダ
ウ
ン
で
決
ま

り
、
現
場
は
マ
ス
コ
ミ
報
道

で
そ
れ
を
知
る
。
学
校
再
開

後
も
、
消
毒
や
ソ
ー
シ
ャ
ル

デ
ィ
ス
タ
ン
ス
の
確
保
等
が

た
い
へ
ん
。
予
定
し
て
い
た

修
学
旅
行
の
一
方
的
な
中
止

や
、
夏
休
み
が
４
日
間
し
か

な
い
学
校
も
」
と
コ
ロ
ナ
禍

で
の
職
場
の
状
況
の
発
言
が

あ
り
ま
し
た
。

安
心
し
て
働
け
る
職
場

環
境
を
、雇
用
・
労
働
条

件
を
守
る
た
た
か
い

　

医
労
連
か
ら
「
済
生
会
千

里
病
院
の
た
た
か
い
で
は
、

夏
の
一
時
金
０
・
６
ヵ
月
、

冬
は
ど
う
な
る
か
。
違
法
当

直
も
発
覚
し
て
い
る
。
医
療

経
営
が
法
律
を
守
ら
ず
し
て

国
民
の
命
は
守
れ
な
い
」、

大
教
組
か
ら
は
「
変
形
労
働

時
間
制
の
導
入
は
、
過
労
死

ラ
イ
ン
の
教
職
員
の
労
働
実

態
の
見
か
け
を
良
く
す
る
だ

け
で
姑
息
。
過
酷
な
労
働
実

態
の
隠
ぺ
い
は
許
さ
な
い
」

　

コ
ロ
ナ
感
染
防
止
の
観
点

か
ら
時
間
短
縮
し
た
こ
と

で
、
自
治
労
連
、
全
国
一

般
、
大
阪
市
地
区
協
、
堺
労

連
、
枚
方
労
連
、
箕
面
労

連
、
羽
曳
野
労
連
か
ら
の
発

言
を
、
文
書
発
言
と
し
て
協

力
し
て
頂
き
ま
し
た
。

　
定
期
大
会
で
の
討
論
で
は
、
産
別
組
織
や
地
域
組
織
か

ら
21
年
運
動
方
針
を
補
強
す
る
発
言
が
続
き
ま
し
た
。

と
の
発
言
が
あ
り
ま

し
た
。
化
学
一
般
か

ら
は
「
三
星
化
学
工

場
の
職
業
が
ん
、
膀

胱
が
ん
多
発
事

件
」、
郵
政
ユ
ニ
オ

ン
か
ら
は
「
20
条
裁

判
と
再
雇
用
20
条
裁

判
」
年
金
者
組
合
か

ら
は
「
年
金
裁
判
」

の
報
告
が
あ
り
、
ま

た
、
青
年
部
、
女
性

部
か
ら
も
発
言
が
続

き
ま
し
た
。

おつかれさまでした


